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第13期初めての勧告・要望出る・
昭和61年11月　日本学術会議広報委員会

　日本学術会議は，去る10月22日から24日まで第101回総会（第13期の4回目の総会）を開催しました。

　今回の「日本学術会議だより」では，今総会で採択され，政府に勧告した「国立代用臓器開発研究センター（仮

称）の設立について」及び要望した「我が国における学術研究の推進について一大学院の充実等を中心として一」を

中心として，同総会の議事内容をお知らせします。

　また，来年1月に開催を予定している本会議主催の公開講演会等についてお知らせします。

総会報告

　総会はその初日に，会長からの経過報告，各委員会報告に続

き，規則などの改正，勧告・要望の提案がなされ，午後の各部

会での審議の上，2日目午前中にこれらの採決が行われた。な

お，前日，21日午前に全員が出席する連合部会が開催され，こ

れらの案件の予備的な説明・質疑が行われた。3日目は午前中，

常置委員会，午後は特別委員会が開催された。

　総会の冒頭に先に逝去された，第3部会員高宮　晋氏（部
長）を追悼した後，新たに任命された野口　祐会員が紹介され

た。また，チェルノブイリの原子力発電所事故について，原子

力工学研究連絡委員会委員長から8回の会合における検討に基

づく，この研連の見解「原子力の平和利用と安全性」が委員長

の国際原子力機関での事故調査検討状況と共に報告された。

　総会で決定された事項は，すべて「日本学術会議月報」11月

号に詳しく掲載されるので，主要な項目の説明にとどめる。ま

ず，第1常置委員会で鋭意検討されてきた，会則の改正，規則

及び内規等が次のように採択された。会則の改正は，「衛生学

研連」から「環境保健学研連」への名称変更である。規則の改

正は，昭和63年度の第14期会員推薦手続きの手直しであって，

その第1は，学術研究団体（学・協会）の登録に際し，従来の

方式に加えて会員名簿などの添付を要請すること，会員推薦の

場となる「推薦研連」に登録する学・協会を確保する方策など

である。第2は，この登録された学・協会が会員候補者を届け

出る際の記載事項を追加して，推薦人の判断資料を充実させる

ことである。最後に推薦研連が熱工学研連から機械工学研連へ，

衛生学研連から環境保健学研連へと変更された。

　内規の改正は，日本学術会議の活動の周知と学・協会との連

・絡・協力を維持・強化するために，「連絡学・協会」の名の下

に多くの学・協会との緊密な連絡を保ってきたが，今回，これ

を「広報協力学術団体」と改称し，別項のホうにさらに広い範

囲の学・協会と連携を図るようにしたものである。

　特別委員会のうち，国際協力事業特委は任務を終了したので，

それに代わり，人材養成などを含めて総合的・学際的・広域的

な地域の研究機関のあり方を検討するために，「地域の研究推

進特委」が設置され，直ちに’委員を選出して活動を開始した。，

　本総会では，第7部提案の「国立代用臓器開発研究センター

（仮称）の設立について（勧告）」，第4常置提案の「我が国にお

・ける学術研究の推進について一大学院の充実等を中心として，7一

（要望）」が採択され，直ちに内閣総理大臣始め関係諸機関等に

・送付した。これらの詳細ば別項及・び月報所載のとおりである。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　第2日目午後，「高度情報社会の展望と課題」につい「て自由

討議を行った。

　　国立代用臓器開発研究センター（仮称）

　　の設立について（勧告）

　人体のある臓器が障害を受け，従来の治療によっては，もは

やその機能の回復が不可能になった場合には，当然，死に至る

わけであるが，近代医学は，その臓器め機能を他のもので代替

することによって，未だ完全の状態と言えないまでも生命の維

持を可能にしている。その一つの手段が人工臓器であり，もう

一つが臓器移植である。両者は代替という同じ目標を持ちなが

ら，全く異なった研究アプローチで，それぞれ独立したテーマ

として発足し，今日の進歩をみている。例えば腎臓移植と人工

臓器との関係では，両者の技術は全く異なっている6しかし，

慢性腎不全の治療における両者の相補的効果は極めて高レ》もの

である。人工臓器と臓器移植とはあたかも車の両輪のよ，うな関

係にあるので，医療の場において両者を一体化した医療システ

ムが強く要求されている。

　このような関係にある両者を合わせ，代用臓器と呼んでいる

が，この研究が今後飛躍的に進めば，臓器疾患に悩む患者の治

療に貢献することは間違いない。一方これら研究の我が国の現

状をみると，個別的に極めて優れた成果を挙げているものもあ

るが，全体的にはまだ十分の研究体制が整っているとはいえな

い。その理由を考えてみると，臓器移植の面では，臓器取得に

関連して，我が国の脳死間題を含む死の判定等人の考え方の相一

違に基づくと思われる問題が大きいことである。人工臓器の面
では，基礎材料の研究に始まり，エネルギー，エネルギー変換

機構，駆動機構や臓器機能の制御システムの開発などは，各分

野の専門家による有機的な組織のもとでの研究が必要であるに

もかかわらず，そのような研究体制が我が国にはなかったので

ある。

　医学，薬学，生物学，理学，工学，農学にわたる分野の研究
者が緊密な協力研究を行い，臓器置換を安全に，有効に行うた

め生体生理機構を解明しつつ，システムとテクノロジーを確立

することが緊急に必要と考えられる。ただ本研究は臓器置換と

いう生命の尊厳に係わる医の倫理問題が関係しているため，本

研究センターの運営には，人文社会科学系の方々の参加を求め，

また，本研究センター内の活動に係わっては，研究者の倫理的

思考の行き過ぎを抑制し，社会の理解を深めるなど医の倫理を

検討する組織の設置を計画し，運営機構が一方では開発研究に

あたって独創的研究を積極的に推進し，臓器置換という医療が

ここに飛躍的に進展するよう期待したい。

　詳細は日本学術会議月報11月号を参照されたい。

1987年1月 69



70

　　我が国における学術研究の推進について
　　　　　一大学院の充実等を中心として一（要望）

　次の代を担う若い人達をどうしたら立派に育成することがで

きるかという問題は，その国の将来を決める上で重要である。

日本学術会議においても第13期活動計画の中にこの種の問題の

重要性をうたっているが，これからは経済的のみならず学術的

にも大きく世界に貢献する立場に置かれているだけに，独創的

な若い人達を育成する必要が一段と強まっている。

　学術研究推進のための一つの大きな柱として若い研究者の育

成，特に大学院の充実等を中心としてまとめる際，むずかしい

基本的な問題点は，学問分野によって事情が著しく異なるが，

今回の「要望」はおおむね各分野に共通する問題であり緊急性

の高いものにしぽってまとめた。その中では学問の急速な進歩

に対応し得るよう，長期的展望にたって大学院（必要な人員，

設備，建物面積や経常費等）を抜本的に強化充実を図る必要性

を強調し，さらに大学院における人材養成について基本的問題

を踏まえて，大学が大学院の内容を自主的に検討し，改善すべ

き点は積極的かつ的確に実現していくことが必要である。

　一方研究者の層をもっと厚くし，研究基盤を強化し，特1こ基

礎的科学の分野の充実を図ることが急務である。研究者の交流

その他，種々の間題があるが，一つの新しい建設的提言として

地域的研究機構の設立がある。研究機器が年々性能が向上する

と共にその価格が高くなる情勢下において，効率よく使う仕組
みが要求され七いる今日，日帰りで使える地理的範囲に先端的

機器を配置すると共に，その場を，その地域に特徴的なしかも

世界的レベルの独創的研究を育成する場とし，研究者の日常的

交流，協力を，国内，国外，産官学の広い範囲にわたって図ろ

うとするものである。その他年々加速度的に盛んになる国際交

流についても，特に若い研究者達が日常的に国際的競争の場の

中で育成される条件を整えることが重要である。

　この要望は大学院の充実という，考えようによっては当然の

事柄が多現在あまりにも不十分である現実を前にして，国に対

して，また大学自身に対して出されたものである。

　詳細は，日本学術会議月報11月号を参照されたい。

　　　　広報協力学術団体の申込について

　本会議でけ，第101回総会で内規の一部改正が行われ，従来

の「連絡学・協会」は，名称を「広報協力学術団体」と改め，

資格要件も大幅に緩和されました。「広報協力学術団体」とは

本会議活動の周知を図るとともに，各分野の学術研究団体との

緊密な連絡・協力関係を維持し，強化するため広報活動に協力

してもらうために指定する団体です。詳細は事務局にお問い合

わせください。

　なお，登録学術研究団体。従来からの連絡学・協会は自動的

に指定されたものとみなします。

　　　　　　○　　　　　　　　O　　　　　　　　O　　　　　　　　O

　　　　　　公開講演会開催のお知らせ

　本会議は，9月27日「21世紀の学術」をテーマとした公開講

演会を開催したが，第2回目の公開講演会を次のように企画し

ているので，多数の方々の御来場をお願いしたい。

☆テーマ学問の自由と科学者の責任
☆’日　時　昭和62年1月24日（土）13時30分～17時

☆　会　場　日本学術会議講堂

☆演題及ぴ演者
　○　科学研究の環境と科学者の責任（大木道則　第4部会員，

　　　東京大学理学部教授）

　○　学問の自由と教育の自由（大田　発　第1部会員，東京

　　　大学名誉教授）

　○　生命科学の進歩と科学者の責任（渡辺　格第4部会員，

　　　北里大学衛生学部教授）

　　　　自由討議一高度情報社会の展望と課題一

　この自由討議は今期に設置された，高度情報社会特別委員会

のメンバーが，個人の立場で，来るべき高度情報社会の展望と

課題についての意見を発表したものである。第3部竹内　啓
（可能性と展望），第5部平山　博（技術的展望と問題点），第

2部正田彬（人権），第4部坂井利之（人問），第1部東洋
（教育）の各会員がそれぞれ付記したサブテーマについて問題

を提起した。これに続いて，第7部梅垣洋一郎（医学・医療），

第6部飯田　格（情報と図書館）の各会員からコメントが提出

された。

　すべての部にまたがる広汎な分野からの発表であるから，そ

の対象・論旨は多様であったが，あえて要約すると以下のよう

である。

　これまでの「人」と「物」の社会に，これらと独立して「情

報」が生まれた。情報の処理，通信（伝送），記憶の超高速，

巨大化と認識・識別の高度の発展により，労働形態・教育・医

療も含めて社会を大きく変化させることが予想される一面，人

権，人問疎外を始めとする影の部分にも十分に配慮する必要が

強調された。

　なお，この自由討議は別途刊行される予定である。

　　　　　財団法人日本学術協力財団設立

　日本学術会議と密接に連携しつつ，本会議の成果を国民に還

元するため出版事業や国際会議の計画策定などを行う（財旧本学

術協力財団（〒106束京都港区西麻布3－24－20TELO3（40
3）2860）が10月17日，内閣総理大臣所管の公益法人として設立

されました。

　この財団は事業の一つとして，日本学術会議総会時における

自由討議等を「日学双書」としてシリーズで発行・販売するこ

とにしており，当面，脳死をめぐる諸問題（11月初旬発行），

21世紀の学術（12月中旬発行予定）及び商度情報社会の展望と

課題（2月中旬発行予定）が予定されています。

　　　　学術研究団体調査についてのお願い

　日本学術会議事務局では，昭和61年7月1日現在で全国の学

術研究団体（いわゆる学・協会）の調査を実施しています。

　この調査は，全国の学術研究団体の最近の活動状況を把握す

ることを目的としており，主要な項目については，「総覧」と

して刊行することを計画しております。

　当事務局で承知している各学術研究団体には，既に調査依頼
を行っておりますが，最近発足した学術研究団体などで調査依

頼が未着のところがありましたら，当事務局推薦管理事務室あ

てに御連絡くださるようお願いします。

　O　　　　　　　O　　　　　　　O　　　　　　　O

☆申込方法：往復はがき（住所，氏名を明記）

☆定　員：300人（先着順）
☆申込締切日：昭和62年1月17日（土）

☆申込先：〒106東京都港区六本木7－22－34
　　　　　　　　　　日本学術会議事務局庶務課講演会係

　多数の学協会の御協力により，「日本学術会議だより」

を掲載していただくことができ，ありがとうございます。

　なお，御意見・お問い合わせ等がありましたら下記まで

お寄せください。

　　　　　〒106港区六本木7－22一一34

　　　　　　　　日本学術会議広報委員会
　　　　　　　　（日本学術会議事務局庶務課）

　　　　　　　　　　電話03（403）6291
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